
地域と共に歩む銀行として、福祉活動への助成・支援やスポーツ協賛、
金融教育をはじめ、地域に根ざした社会貢献活動を展開しています。

地域社会との　 存 　栄共 共 栄栄栄栄

社会貢献活動の取り組み地域貢献

地域福祉の向上を願って
　社会福祉法人しがぎん福祉基金は、「滋賀銀行を支えていただ
いている地域の皆さまに何とかお礼がしたい」との思いから、当行
創立５０周年（１９８４年）に設立しました。当行からの寄付金３億円を
基本財産（２０１２年３月末現在４億４，７１５万円）に、滋賀県内で展開
される福祉の実験的・開拓的な取り組みに対して幅広く助成を行う
もので、助成を県内に限定した、全国でもユニークな基金です。
　第２８回となる２０１２年度は、１１件、総額７９０万円の助成を決定し、
第１回（１９８５年度）以来の助成累計は、４１３件、総額３億１，１０６万
円となります。

助成先の先駆的な取り組みや活動状況は、
季刊文化情報誌「湖」で紹介しています。

人形劇サークル おにぎり村 様

VOICE しがぎん福祉基金2011年度助成先のご紹介
　おにぎり村ができたのは１９８３年。人形劇とはまったく縁のなかった子育て真っ最中の私たちが、「子どもたち
にテレビでは味わえない生の感動や夢を、舞台を通して与えたい」と発足しました。今では公演回数も１,２００回
を超えました。
　今回の助成金は、頻繁に使用し老朽化した機器の買い替えや、マイクの購入などに使わせていただきました。
お陰様でまた続けていくことができます。
　私たちの活動を支えているのは観てくださるお客さまとたくさんの拍手。キラキラ目を輝かせ食い入るよう
に観てくれる子どもたち。もっと観たいとダダをこねる子。ご老人からは「人形劇って子どもが観るものと思って
いたけれど楽しかったわ。ありがとう。」のお声かけ。道で出会ったお母さんから「言葉を話せないわが子が公演
の歌を鼻歌で歌っていた」と涙ぐみながら感謝されたときは疲れも吹っ飛び、「また頑張ろう」と思います。
　ここまで続けてこられたのは、拙い演技を暖かく見守りご支援くださる皆さまのお陰と感謝しています。

2012年度 しがぎん福祉基金助成先

□ 滋賀県公安委員会指定 犯罪被害者等早期援助団体 
　特定非営利活動法人 おうみ犯罪 被害者支援センター

□ 社会福祉法人 信楽くるみ 福祉会 信楽くるみ作業所

□ 社会福祉法人 ひかり会 守山学園

□ 特定非営利活動法人 びわこダルク

□ 点訳サークル 「昴」

□ 特定非営利活動法人 発達障がいサポートネット　でこぼこフレンズ

□ 社会福祉法人 さわらび福祉会さわらび作業所

□ 学校法人 聖泉学園

□ 特定非営利活動法人 あめんど

□ 特定非営利活動法人 マイママ・セラピー

□ 社会福祉法人 つくし会 つくし保育園

福祉団体に髙田紘一理事長（左）より助成金目録を贈呈
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